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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月17日(2014.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラクタムのアニオン重合により得られるポリアミド成形品であって、
　潜熱アキュムレータ材料から形成されたカプセルコアとカプセル壁としてのポリマーと
を有するマイクロカプセルを含み、
　該マイクロカプセルのカプセルコアは、－２０～１２０℃の温度範囲に固体／液体相転
移を有する親油性物質であり、
　前記マイクロカプセルは、
　前記モノマー、フリーラジカル開始剤、保護コロイド及びカプセル化されるべき前記親
油性物質を含む水中油型エマルジョンを製造し、及び
　前記モノマーを加熱して重合を開始させ、及び
　任意に該重合の反応を制御するためにさらに昇温することにより得られ、
　前記水中油型エマルジョンが無機保護コロイドによって安定化されていることを特徴と
するポリアミド成形品。
【請求項２】
　前記ラクタムが、カプロラクタム、ピペリドン、ピロリドン、ラウロラクタム及びこれ
らの混合物から選択される請求項１に記載のポリアミド成形品。
【請求項３】
　前記重合反応を、活性剤の存在下で行う請求項１に記載のポリアミド成形品。
【請求項４】
　前記重合反応を、触媒の存在下で行う請求項１～３の何れか１項に記載のポリアミド成
形品。
【請求項５】
　光散乱による体積平均［Ｄ４，３］として決定される前記マイクロカプセルの平均粒径
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が１．５～１５μｍである請求項１～４の何れか１項に記載のポリアミド成形品。
【請求項６】
　前記マイクロカプセルのカプセル壁のポリマーが、モノマーの合計質量に対して、
　３０～１００質量％の、アクリル及び／又はメタクリル酸のＣ１－Ｃ２４－アルキルエ
ステル、アクリル酸、メタクリル酸、及びマレイン酸を含む群からの１種以上のモノマー
（モノマーＩ）、
　０～７０質量％の、水に不溶性であるか、あるいは僅かに溶解する（ここで、僅かに溶
解するとは２０℃で６０ｇ／ｌ未満の溶解性を意味する）１種以上の２官能性又は多官能
性モノマー（モノマーＩＩ）であって、少なくとも２個の非共役エチレン性二重結合を有
する化合物である２官能性又は多官能性モノマー、及び
　０～４０質量％の、１種以上の他のモノマー（モノマーＩＩＩ）から構成される請求項
１～５の何れか１項に記載のポリアミド成形品。
【請求項７】
　請求項１～６の何れか１項に記載のポリアミド成形品であって、該ポリアミド成形品に
対してそれぞれ３０～５０質量％のポリアミド、１０～５０質量％のマイクロカプセル、
及び０～５０質量％の充填剤を含むポリアミド成形品。
【請求項８】
　活性剤、ラクタム、マイクロカプセル、任意に触媒、及び任意に充填剤を含む混合物中
での重合反応を開始させるために昇温する工程を含む請求項３に記載のポリアミド成形品
の製造方法。
【請求項９】
　自動車構造において、バッテリーハウジングとして、小型電子機器用ハウジングとして
、及び食品用保温システムのために請求項１～７の何れか１項に記載のポリアミド成形品
を使用する方法。
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